
可
脱
小
説
巻
十

候
。
庄
右
術
門
は
此
役
儀
御
断
巾
上
候
。
共
仔
納
は
森
川
四
郎
右
衛

門
様
、
是
も
御
先
代
御
使
番
相
勤
候
庭
・
御
訴
代
K
成
り
御
小
姓
番

頭
被
仰
付
侠
筒
、
私
ま
で
及
相
殺
候
は
.
仰
先
代
御
附
世
帯
相
川
山
混
在
、

列
も
述
申
事
故
如
何
存
候
哉
と
申
候

故
、
成
程
尤
民
向
什
候
回
目
巾
候
へ
ば
、
叉
巾
候
は
、
左
候
へ
ば
手
前
俄
は

只
今
御
番
頭
被
仰
付
候
儀
、

新
参
者
の
儀
K
候
へ
ば
、
御
暇
願
申
覚
悟
の
旨
申
候
て
、
共
通
り
相

開
ひ
、
只
今
紀
州

K
相
動
混
在
候
。
然
庭
此
度
私
俄
番
頭
被
仰
付
侠

儀
御
諸
巾
上
候
て
は
.
右
相
談
に
相
加
申
・儀
に
候
へ
ば
、

一
分
立
不

申
印
刷
と
恭
存
候
間
御
断
中
上
候
。
只
今
迄
の
通
り
、
御
馬
廻
組
に
被

差
置
被
下
候
様
陀
申
侠
に
付
、
庄
右
街
門
被
差
除
‘
共
代
に
山
崎
宇

左
衛
門
被
仰
付
候
。
共
後
街
山
筑
後
宅
へ
、
庄
布
術
門
弟
叉
右
街
門

を
招
被
申
聞
候
は
、
前
年
庄
右
衛
門
儀
、
御
山
中
姓
帯
到
被
仰
付
候
臨

御
断
申
上
候
。
此
皮
御
中
小
姓
番
頭
可
被
仰
付
と
思
召
候
が
、
前
年

の
俄
も
候
問
、
叉
御
断
可
申
上
侠
哉
。
但
nm替
中
俄
陀
候
間
御
続
可

仕
候
哉
。
モ
と
叉
右
衛
門
主
拐
候
て
其
段
中
問
、
内
意
承
候
綴
K
と

御
誌
の
肉
、
筑
後
被
中
波
候
。
共
段
庄
右
街
門
へ
申
間
候
へ
ば
、
庄

右
術
門
市
候
は
、
私
の
慨
は
御
泊
代
者
の
俄
に
侠
へ
ば
、
如
何
様
成

御
役
儀
被
仰
付
侠
て
も
、
少
も
不
叩
古
車
中
存
侠
故
、
御
断
申
上
儀
陀

τ

O ，、

は
加
…
御
山
出
候
。
御
小
姓
番
頭
の
憐
は
、
前
年
巾
よ
候
趣
K
御山
田
候
故
‘

御
断
申
上
候
。
ロ
間
替
申
儀
に
候
へ
ば
、
品
ん
御
続
可
申
上
意
得
の
旨
巾

候
陀
付
、
御
中
小
姓
神
政
被
仰
付
候
。

一
、
三
山
市
兵
衛
主
従
の
議
集

微
妙
公
御
代
三
山
市
兵
街
と
去
者
あ
り
。
男
色
都
民

τ椛
雌
有
之
.

市
兵
衛
久
々
召
使
候
草
原
取
、
北
ハ媒
仕
侠
旨
K
て
令
逐
官
候
。
公
殊

の
外
御
怒
被
成
、
三
+
日
の
内
陀
此
者
捕
出
し
可
申
候
。
蝿
…
在
候
は

ど
市
兵
衛
切
腹
可
被
仰
出
候
。
市
兵
街
奉
長
候
回
目
御
前
申
上
候
て
、

宅
へ
問
団
錦
候

τ申
侠
は
、
か
犠
の
儀
郡
出
し
可
巾
綴
無
之
候
。
紫
野

候

τ相
見
え
不
申
侠
て
、
北
ハ
後
慌
出
切
腹
仕
候
て
は
・
市
兵
衛
俄
切

随
分
相
野
候
へ
ど
も
見
え
不
巾
候
故
腹

切
な
ど
也
九

人
も
巾
候

τは
如
何
忙
候
。
何
の
都
も
えな
く
三
十
日
立

腹
仕
侠
酔
闘
を
鋭
憐
K
存
、

候
て
龍
山
で
、
敏
限
切
候
へ
ば
済
巾
都
に
候
的
中
伐
て
、
合
て
帯
出

し
不
申
候
。
共
内
心
安
く
刷
出T
供
衆
、
毎
日
酒
者
在
ど
持
会
府
間
め
申

候
。
，
次
第
に
日
も
立
巾
候
故
、
今
少
に
成
候
な
ど
と
て
、
何
も
巾
叩
候

鹿
・
少
し
も
難
儀
陀
存
候
程
も
揮
…
之
候
。
然
成
二
十
日
許
過
侠
て

、

彼
平
鹿
取
越
前
へ
能
越
居
巾
候

τ・
金
保
よ
り
参
候
者
共
へ
何
と
友

〈
、
金
滞
に
は
替
駅
も
無
之
哉
と
帯
供
出
刷
、
此
間
男
色
事
に

τ
山

市
兵
衛
殿
の
草
原
取
と
や
ら
ん
致
欠
孫
候
と
て
、
三
十
日
の
内
に
此

者
向
不
巾
候
へ
ば
、
市
兵
術
殿
切
腹
被
仰
付
候
斡
山
花
承
供
出
‘
明
し

候
て
臨
時
逝
り
候
。
此
者
存
じ
候
は
、
さ
候
へ
ば
不
涜
出
候
て
は
.一

分
立
不
申
候
。
私
の
訴
に
付
市
兵
術
殴
被
致
切
腹
候
て
は
呼
明
不
出
叩

候
と
て
、
市
兵
衛
宅
迄
罷
師
、
此
俄
承
候
故
罷
腕
候
と
て
具
に
申
問

候
。
市
兵
衛
涙
を
流
し
、
扱
々
脊
特
成
俊
民
て
候
。
去
共
能
く
存
じ
候

て
見
伎
で
数
年
召
使
候
共
方
、
若
き
者
を
殺
し
候
て
、
茶
老
人
生

抽
出
候
て
能
き
も
の
に
て
候
戒
。
段
平
除
目
も
無
之
候
問
、
三
十
日
過

候
へ
ば
、
釧
者
切
腹
し
て
事
務
申
都
民
候
。
早
々
立
腕
り
候
へ
と
て
、

路
銀
在
ど
と
ら
せ
候
て
、
家
来
を
附
大
疋
持
の
開
所
迄
迭
り
む
候
。

共
後
伽
医
会
候
衆

K
、
か
様
/
¥
の
次
第
に
て
鵠
越
候
得
共
.
叉
相

返
し
候
曲
川
候
へ
ば
‘何
も
一
向
陀
、能
く
と
そ
致
さ
れ
候
と
て
感
巾

候
。
右
の
草
鹿
取
闘
を
ば
出
候
得
止
ぺ
又
立
蹄
候
て
直
に
公
事
場
へ

龍
出
、
始
終
の
様
子
申
断
候
。
建
御
聴
候
底
被
仰
向
候
は
、
市
兵
術

儀
被
仰
向
を時
H

き
侠
て
、
立
問
脚
り
候
者
主
叉
相
返
し
候
儀
、
不
屈
至

同
四
被
思
召
候
。
乍
然
久
数
召
使
候
者
陀
て
候
故
、議
K
一見候

τ慌
飾
候

を
不
使
に
脊
じ
相
返
し
候
山
田
も
、
か
く
有
べ
き
背
中
K
思
召
供
。
依
之

右
の
者
御
赦
免
被
成
候
間
・
市
兵
衛
召
使
候
採
に
と
被
仰
出
候
て

可
観

d
股
巻
十

如
最
前
召
使
候
と
云。

右
湾
拠
己
亥
年
疋
勾
十
凶
日
小
谷
盟
都
問

市
兵
術
屋
敷
は
只
今
小
谷
伊
兵
術
屋
敷
也
。
毛
利
六
郎
左
街
門
父
久

左
街
門、

共
父
庄
兵
衛
、
庄
兵
衛
父
も
久
左
衛
門
と
云
。
此
久
左
衛

門
時
代、

せ
が
れ
庄
兵
街
若
年
の
時
、
市
五
及
川
本
国胤
取
盟
械
と
い
ふ

も
の
、
庄
兵
衛
へ
男
色
の
焼
同
心
不
仕
候
と
て
.
市
兵
衛
鑓
持
六
蹴

と
い
ふ
者
巾
合
候
て
、
久
左
衛
門
屋
放
へ
切
込
候
て
存
念
附
し
可
申

由
申
候
旨
に
て
、
彼
溢
及
騒
動
候
。

此
儀
相
知
侠
て
、
右
盟
議
‘
市

兵
術
方
よ
り
紛
等
仕
候
て
巾
よ
快
哉
、
微
妙
公
以
の
外
仰
終
被
成
侠

て
.
盟
践
を
牛
裂
に
被
仰
付
候
。
是
微
妙
公
御
代
牛
裂
有
之
と
申
仰

は
是
也
。

Mm申
極
右
六
訟
も
間
期
に
て
候
成
‘
右
騒
動
の
紛
れ
K
致
逐

笥
候
。
依
之
以
の
外
御
立
腹
、
市
兵
衛
俄
閉
門
被
仰
付
候
。
回
革
党
六

磁
不
能
出
候
は
ピ

、
市
兵
術
念
皮
可
被
仰
付
回
目
也
。
然
成
六
出陣
他
図

に
て
承
候
て
、
御
園
へ
立
郎
候
。
共
時
分
公
事
場
奉
行
伊
藤
内
総
稲

葉
左
近
雨
人
の
由
。
此
内
一
人
の
宅
へ
六
磁
龍
越
候
て
、
夜
中
門
を

結
吉
、
市
兵
術
家
来
六
割
蹴
就
御
用
能
関
候
尚
申
候
。
共
時
分
此
俄
闘

中
流
布
候
て
、
末
-n
迄
能
く
存
じ
候
事
。
別
て
公
事
場
奉
行
家
t
m
k

候
故
.
門
番
承
付
侠
て
共
ま
込
罷
出
、
門
を
開
き
早
速
内
へ
入
候
て
、

共
段
主
人
へ
申
入
候
由
民
右
の
主
人
段
て
居
'申
候
。
此
段
問
中
、
共
六

O 
-1:; 




